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今年度の水生生物調査結果
こん ねん ど

ほとんど

調査地点名 天龍橋 明神橋 天竜大橋 天の中川橋 平成大橋 伊那路橋

調査場所 飯田市龍江 高森町下市田 駒ヶ根市中沢 中川村葛島 伊那市狐島 箕輪町中箕輪

月日 7月28日 7月30日 7月31日 8月4日 8月5日 8月7日

天気 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

水温（℃） 25℃ 22.0℃ 20.6℃ 25.3℃ 21.9℃ 28℃

生物を採取した場所 左岸 右岸 左岸 左岸 左岸 右岸

生物採取場所の水深（cm） 30cm 30cm 50cm 20cm 30cm 40cm

流れの速さ ふつう ふつう ふつう ふつう はやい はやい

川底の感触 ヌメりはあるが不快なし ヌメりはあるが不快なし ヌメりはあるが不快なし ヌメって不快 ヌメりはあるが不快なし ヌメりはあるが不快なし

水のにごり、におい、その他
透視度8cm
においなし

透視度55cm
においなし

透視度72cm
においなし

透視度100cm以上
においなし

透視度73cm
においなし

透視度75cm
においなし

ごみの量 ほとんどない ほとんどない ほとんどない 少しある ほとんどない ほとんどない

魚、水草、鳥、その他の生物

水質 指標生物

 1  カワゲラ類 3 ○ 5 ○ 21 ○ 12 ○

 2  ヒラタカゲロウ類 1 ○ 5 ○ 2 ○ 6 ○ 64 ● 52 ●

 3  ナガレトビケラ類 10 ● 1 ○ 6 ○ 6 ○ 5 ○

 4  ヤマトビケラ類

 5  アミカ類

 6  ヨコエビ類 1 ○ 1 ○

 7  ヘビトンボ 10 ● 10 ○ 73 ● 31 ● 2 ○ 14 ○

 8  ブユ類 3 ○ 1 ○

 9  サワガニ 3 ○ 3 ○

 10  ナミウズムシ 2 ○

 1  コガタシマトビケラ類 162 ● 18 ● 20 ● 5 ○ 10 ○ 14 ○

 2  ヒラタドロムシ類 1 ○ 11 ● 18 ○ 43 ● 68 ● 56 ●

 3  ゲンジボタル

 4  コオニヤンマ 1 ○ 1 ○ 2 ○ 1 ○ 6 ○

 5  カワニナ類 1 ○ 3 ○ 2 ○

 1  ミズカマキリ

 2  ミズムシ

 3  タニシ類

 4  シマイシビル 1 ○

 1  ユスリカ類 1 ○ 1 ○

 2  チョウバエ類

 3  アメリカザリガニ

 4  エラミミズ

 5  サカマキガイ 2 ○ 1 ○

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1○印と●印の個数 4 4 0 1 2 4 0 1 5 4 1 0 4 3 0 1 6 2 0 1 7 3 0 0

2●印の個数 2 1 0 0 0 2 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0

3合計（1欄＋2欄） 6 5 0 1 2 6 0 1 6 5 1 0 5 4 0 1 7 3 0 1 8 4 0 0

その地点の水質階級 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅱ 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅰ

カゲロウの仲間

トビケラの仲間

トンボの仲間

その他

種類数 27種 26種 30種 23種 26種 22種

○：みつかった指標生物、●：多かった上位2種類の指標生物

ヒゲナガカワトビケラ
ウルマーシマトビケラ

コヤマトンボ
ハグロトンボ
サナエトンボ類

キベリマメゲンゴロウ
ナベブタムシ
アメンボ類
コオイムシ
タイコウチ
ミズカマキリ
ヒル類
シナヌマエビ
ヨコエビ

ウルマーシマトビケラ

コヤマトンボ
ハグロトンボ
サナエトンボ類

キベリマメゲンゴロウ
コオナガミズスマシ
ナベブタムシ
アメンボ類
ヒル類
テナガエビ
シナヌマエビ
シジミ類

ヒゲナガカワトビケラ
ニンギョウトビケラ類
ウルマーシマトビケラ
シマトビケラ類

コヤマトンボ
ハグロトンボ
サナエトンボ類

コオナガミズスマシ
ナベブタムシ
アメンボ類
ミミズ類
シナヌマエビ
モノアラガイ
シジミ類

シロタニガワカゲロウ
キイロカワカゲロウ

ヒゲナガカワトビケラ
コカクツツトビケラ類

コヤマトンボ
ダビドサナエ類

キベリマメゲンゴロウ
コオナガミズスマシ
アメンボ類
コオイムシ
ガガンボ類
ミミズ類
ヌカエビ
ヨコエビ
モノアラガイ

ヒゲナガカワトビケラ
コカクツツトビケラ類
ウルマーシマトビケラ

ダビドサナエ類

キベリマメゲンゴロウ
ゴマダラチビゲンゴロウ
ナベブタムシ
チビミズムシ類
コオイムシ
ナガレアブ類
ガガンボ類
スジエビ
ヌカエビ
シナヌマエビ

マダラカゲロウ類
チラカゲロウ
キイロカワカゲロウ

ヒゲナガカワトビケラ
ウルマーシマトビケラ

コヤマトンボ

キベリマメゲンゴロウ
ゴマダラチビゲンゴロウ
シマチビゲンゴロウ類
マルガムシ類
コオナガミズスマシ
ナベブタムシ
シマアメンボ
アメンボ類
コオイムシ
ガガンボ類
ミミズ類
ヌカエビ
シナヌマエビ

マダラカゲロウ類
コカゲロウ類
チラカゲロウ
キイロカワカゲロウ
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カワヨシノボリ
モツゴ
カマツカ
ウキゴリ
ヌマチチブ
ナマズ

シロタニガワカゲロウ
トゲマダラカゲロウ類
マダラカゲロウ類
コカゲロウ類
フタオカゲロウ類
キイロカワカゲロウ

シロタニガワカゲロウ
マダラカゲロウ類
キイロカワカゲロウ

オイカワ
カワヨシノボリ
カワムツ
モツゴ
シマドジョウ
カマツカ
コクチバス
カジカガエル

ウグイ、オイカワ
アカザ
カワヨシノボリ
アブラハヤ、カワムツ
カラドジョウ
シマドジョウ
ナマズ、コクチバス
スナヤツメ
カジカガエル
ツチガエル

オイカワ
アカザ
カワヨシノボリ
カワムツ
ドジョウ
カラドジョウ
シマドジョウ
スナヤツメ
トノサマガエル

オイカワ
アカザ
コイ
カワヨシノボリ
アブラハヤ
カワムツ
タモロコ
カラドジョウ
シマドジョウ
ナマズ
アマガエル

ウグイ、オイカワ
アカザ、コイ、ギンブナ
ゲンゴロウブナ
カワヨシノボリ
カワムツ、モツゴ
ドジョウ
カラドジョウ
シマドジョウ
ウキゴリ、ヌマチチブ
コクチバス
トノサマガエル



シロタニガワカゲロウ ナガレトビケラ類 ガガンボ類

調査地点名 大田原橋 上溝橋 新虻川橋 新前沢橋 伊那富橋 竜東橋

調査場所 駒ヶ根市下平 飯田市上郷別府 豊丘村神稲 中川村片桐 辰野町中央 伊那市下新田

月日 7月24日 7月31日 7月30日 8月4日 8月7日 8月16日

天気 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

水温（℃） 23.5℃ 25℃ 23.0℃ 27℃ 21℃ 23℃

生物を採取した場所 右岸 中央 中央 中央 中央 右岸

生物採取場所の水深（cm） 20cm 50cm 20cm 30cm 30cm 40cm

流れの速さ  ふつう ふつう ふつう ふつう  ふつう はやい

川底の感触 ヌメりはあるが不快なし ヌメりはあるが不快なし ヌメりはあるが不快なし

水のにごり、におい、その他
透視度100cm以上

においなし
透視度100cm以上

においなし
透視度100cm以上

においなし
透視度80cm
においなし

ごみの量 ほとんどない ほとんどない ほとんどない 少しある ほとんどない 少しある

魚、水草、鳥、その他の生物

水質 指標生物

 1  カワゲラ類 19 ● 2 ○ 25 ●

 2  ヒラタカゲロウ類 14 ● 1 ○ 8 ○ 4 ○ 79 ● 56 ●

 3  ナガレトビケラ類 5 ○ 3 ○ 8 ○ 4 ○

 4  ヤマトビケラ類 3 ○ 1 ○

 5  アミカ類

 6  ヨコエビ類

 7  ヘビトンボ 2 ○ 12 ○ 8 ○ 23 ○ 18 ●

 8  ブユ類 35 ● 121 ● 24 ○ 12 ○ 15 ○

 9  サワガニ 2 ○ 8 ○ 8 ○ 1 ○

 10  ナミウズムシ 2 ○ 2 ○

 1  コガタシマトビケラ類 38 ● 11 ○ 14 ○ 69 ● 18 ○

 2  ヒラタドロムシ類 1 ○ 2 ○ 2 ○

 3  ゲンジボタル

 4  コオニヤンマ 2 ○ 7 ○ 1 ○ 3 ○ 2 ○

 5  カワニナ類 18 ● 18 ○ 48 ● 5 ○

 1  ミズカマキリ

 2  ミズムシ

 3  タニシ類

 4  シマイシビル 3 ○ 1 ○

 1  ユスリカ類

 2  チョウバエ類

 3  アメリカザリガニ

 4  エラミミズ

 5  サカマキガイ 1 ○ 1 ○

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1○印と●印の個数 2 2 0 0 4 3 0 0 6 3 0 0 7 3 1 0 8 4 0 1 4 2 1 1

2●印の個数 1 1 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0

3合計（1欄＋2欄） 3 3 0 0 5 4 0 0 8 3 0 0 7 5 1 0 10 4 0 1 6 2 1 1

その地点の水質階級 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅰ 水質階級Ⅰ

カゲロウの仲間

トビケラの仲間

トンボの仲間

その他

種類数 12種 20種 20種 23種 32種 19種

○：みつかった指標生物、●：多かった上位2種類の指標生物 ※大田原橋地点、上溝橋地点は事務局で実施

オイカワ
アカザ
カワヨシノボリ
シマドジョウ

ヌメりはあるが不快なし ヌメりはあるが不快なし ヌメりはあるが不快なし

透視度100cm以上
においなし

透視度 100cm以上
においなし

ドジョウ
カジカガエル

アユ
アカザ
カワヨシノボリ
カワムツ
カラドジョウ
スナヤツメ
カジカガエル
トノサマガエル

アカザ
カワヨシノボリ
カワムツ
ドジョウ
シマドジョウ
カジカ、カマツカ
カジカガエル
アマガエル
ツチガエル
トノサマガエル

アカザ
カワヨシノボリ
アブラハヤ
カワムツ
ドジョウ
カラドジョウ
シマドジョウ
カジカ
カジカガエル
アマガエル

イワナ
アマゴ
カワヨシノボリ
アブラハヤ
カラドジョウ
シマドジョウ
カジカガエル
トノサマガエル

トゲマダラカゲロウ類

シマチビゲンゴロウ類
ナベブタムシ
アメンボ類
ナガレアブ類
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シロタニガワカゲロウ
コカゲロウ類
モンカゲロウ類

コカゲロウ類 シロタニガワカゲロウ
コカゲロウ類

トゲマダラカゲロウ類
コカゲロウ類
チラカゲロウ

シロタニガワカゲロウ
マダラカゲロウ類
コカゲロウ類
チラカゲロウ

ヒゲナガカワトビケラ
ウルマーシマトビケラ

コヤマトンボ
ハグロトンボ
ダビドサナエ類

コヤマトンボ
ダビドサナエ類

オニヤンマ
コヤマトンボ
ハグロトンボ
サナエトンボ類
カワトンボ類

コヤマトンボ
ハグロトンボ
サナエトンボ類
カワトンボ類

コヤマトンボ
サナエトンボ類

コカクツツトビケラ類
ウルマーシマトビケラ
イワトビケラ類

ヒゲナガカワトビケラ
コカクツツトビケラ類
ウルマーシマトビケラ

ヒゲナガカワトビケラ
ニンギョウトビケラ類
ウルマーシマトビケラ

ニンギョウトビケラ類
ウルマーシマトビケラ

ヒゲナガカワトビケラ
ウルマーシマトビケラ

ナベブタムシ
アメンボ類
シナヌマエビ
モノアラガイ

キベリマメゲンゴロウ
アメンボ類
ナガレアブ類
ミミズ類
シナヌマエビ

アメンボ類
ガガンボ類
ヒル類

キベリマメゲンゴロウ
コオナガミズスマシ
アメンボ類
タイコウチ
ミズカマキリ
マツモムシ
ナガレアブ類
ガガンボ類
シナヌマエビ
モノアラガイ

アメンボ類
コオイムシ
ガガンボ類

るい るい
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きれいな水が守られています！

今年度もほとんどの地点で「きれいな水」判定でした！

箕輪
みのわ

こんねんど

みず まも

しひょうせいぶつ

かくにん

ちょうさ みず しひょうせいぶつ

今年度の調査では、 きれいな水の指標生物であるヒラタカゲ

ロウ類が本川 ・支川の全地点で確認されました。また、 同じく

きれいな水の指標生物であるヘビトンボが本川の全地点で確

認されるなど、 全体的に「きれいな水」の指標生物が多い結果

となりました。

一方で、 「きたない水」や「とてもきたない水」の指標生物は 2

～3種の確認にとどまりました。

今年度は 「ややきれいな水」 と判定された地点がありました

が、この地点でもきれいな水の指標生物は確認されています。

生きものの生息状況には変動があるため、 1 回の調査結果だ

けで川の状態を決めることはできません。これからも続けて調

査を行い、 水生生物や川の環境がどのように変化しているの

か見ていきましょう。
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サカマキガイ
とてもきたない水の指標生物

ヘビトンボ
きれいな水の指標生物

ヒラタカゲロウ類
きれいな水の指標生物

みず しひょうせいぶつ

みず しひょうせいぶつ

みず しひょうせいぶつ
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川で生きものを探していると、 大きな石に小石がたくさんくっついている様子を見かけたことがあ

るかもしれません。実は、その小石の集まりはトビケラの仲間が作った巣です。トビケラの仲間は、ま

るで“川のアーティスト”。葉や枝、小石、砂粒など、川のさまざまな材料を使って、筒形や角形などい

ろいろな形の巣をつくってくらしています。

水生昆虫は幼虫の時期を水の中で過ごします。 そのため、 「水生昆虫に必要なのは川の環境だけ」

と思うかもしれません。 しかし実際には、 水生昆虫は川の環境だけでなく、 森や川のそばに生える

木々、 草などの陸の環境とも深くつながっています。

木から川へ落ちる葉や小枝などは、 水生昆虫の大切な餌や巣材として利用されています。

また、 水生昆虫が成長して羽化すると、 水の中から飛び立ち、 林内や川辺の木々、 草むらで休息

したり、 天敵から身を隠したりしながらくらします。

このように、 水生昆虫は川の中だけでくらしているわけではありません。 川やその周りの様々な環

境を利用し、 また、 それらの環境を水生昆虫がつないでいるのです。

巣材として利用！

コカクツツトビケラ類

休息場・
隠れ場な

どで利用
！

羽化して成虫に

砂粒でカタツムリの

殻みたいな巣をつくるよ

落ち葉を 2枚重ねてお布団

みたいな巣をつくるよ

コバントビケラ カタツムリトビケラ

カゲロウ類

お ば まい かさ ふとん

す

すなつぶ

から す

きゅうそくば
かく

ば
りよう

るい

るい

すざい

りよう

うか
せいちゅう

トビケラは巣材のアーティスト

水生昆虫だけど陸の環境も必要？！

水生生物がつなぐ多様な環境
かん　きょうた　　ようすい せい　せい　　ぶつ

すざい

すいせいこんちゅう す すいせいこんちゅう ひつよう かわ かんきょうじき

きぎ くさ りく ふか

もり

かんきょう

みてんてき

かんきょう

なか

き かわ お すいせいこんちゅう たいせつ すざい りようえさ

せいちょう うか と たみず きぎ くさ

かん

かく

かわべりんない

さまざますいせいこんちゅう

きゅうそく

きょう

なか かわ まわかわ

おも じっさい すいせいこんちゅう

すいせいこんちゅう かんきょう ひつよう

かわ い さが おお

じつ

えだ

こいし あつ

は かわ

す

こいし

み

ざいりょう

かたち

つつがたかわ

ようちゅう みず なか

かわ かわ は

かんきょう すいせいこんちゅう

は こえだ

すいせいこんちゅう

りよう

りく

ようすこいしいし

かくがた

す

すなつぶ

なかまなかま つく

つか



8https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/

https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/work/kids/suisei-chosa.html

https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/work/kids/suisei-chosa.html
https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/anzen/index1.html
https://www.kawaranbe.net/kawaasobi-rule/
https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/pdf/unnkodoriru.pdf
https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/

